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主題図作成のためのレイヤーの基礎知識、
30分で「完全に理解した」

ESRIジャパン株式会社
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アジェンダ

• マップとレイヤー

• 一般図と主題図

• 『Mapping for a Sustainable World
－持続可能な世界のための地図作成－』
• 地理空間情報

• データの尺度と表現方法

• データ変換と正規化

• 可変単位区問題と生態学的誤謬

• データの階級区分

• 地図投影法と中央子午線

• 視覚変数

• 色

• 文字デザイン（タイポグラフィー）

• ArcGIS Pro の操作
• レイヤーのシンボル（Symbology）

• シンボル設定の違いによる印象の違い

• シンボル（Symbol）とシンボル レイ
ヤー
• 主題図を作成するためのヒント

• まとめ
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『ArcConnect』創刊号「GISの基礎知識」第1回

マップとレイヤー

• レイヤーはマップを構成する要素

• さまざまなプロパティを持っている

3 図：ESRIジャパン株式会社 編 (2024)『ArcConnect』創刊号 GISの基礎 第1回 より引用
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マップ（地図）の種類
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【一般図】
general map

【主題図】（主題のみ）
thematic map

【主題図】（背景図含む）

図：羽田康祐 (2021)『地図リテラシー入門－地図の正しい読み方・描き方がわかる』ベレ出版 より引用
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「どこ」を伝える

• 【一般図】 (general map)
• どこにどのような情報があるか、

まんべんなく示した地図

• 例
• 地形図（国土地理院）

以下の [標準地図] など

• 地理院地図（国土地理院）

• ArcGIS Online（Esri）

• Yahoo!地図（Yahoo! Japan）

• Google Maps（グーグル）

5 図：羽田康祐 (2021)『地図リテラシー入門－地図の正しい読み方・描き方がわかる』ベレ出版 より引用
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一般図の例

• 【地形図 (topographic map)】

• “地形図” は「固有名詞」で、
地形だけを示した地図ではない

6

国土交通省 国土地理院 発行の「2万5千分1地形図」

図：https://twitter.com/gsi_chiriin/status/914778154375376896 より引用
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「どこ」以外を伝える

• 【主題図】【主題地図】
(thematic map)
• 主題＝theme

• 特定の情報を強調して描いた地図

7

鉄鉱石の主な生産国と産出量（2015年）

図：羽田康祐 (2021)『地図リテラシー入門－地図の正しい読み方・描き方がわかる』ベレ出版 より引用
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目的の情報だけでは伝わらない

• 等高線 ”だけ” を示した地図

• 「どこ」がわからないと地図
として伝わらない
• 主題図は位置がわかるように

最低限の一般図と重ねて表現

• ここで利用する一般図を
【基図】【基本図】(basemap)

8

高さの「主題」だけを示した地図

図：羽田康祐 (2021)『地図リテラシー入門－地図の正しい読み方・描き方がわかる』ベレ出版 より引用
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参考）『Mapping for a Sustainable World
  －持続可能な世界のための地図作成－』

• 日本地図学会
「Mapping for a Sustainable World日本語版作成専門部会」が翻訳した
地図デザインのためのガイドブック

9
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地理空間情報（1.2節）

• 位置
• 場所

• 範囲

• 属性
• 地物が持つ固有の情報（文字や数字）

• 地理情報標準では主題属性という

• 時間
• 瞬間

• 期間

10
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データの尺度と表現方法（1.4節）
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データ変換と正規化（1.7節）

• 測定レベルを【絶対値】から
【相対値】へ【正規化】するなどの
統計的変換

12
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絶対値と相対値

• 【絶対値】基準となる値（0 など）からどれだけ離れているかを示した値
• 例）人口

• 【相対値】何かと何かを比較して導く値
• 例）人口密度

• 同じ人数でも面積が大きくなると
密度が小さくなる

13

面積が大きい基準の面積
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可変単位区問題と生態学的誤謬（1.8節）

14

• 【可変単位区問題】
• 集計する面の区域によって異なる視覚的パターンが生じる問題

• 【生態学的誤謬】 ecological fallacy
• 集団レベルで言えることが、個人レベルでは当てはまらない現象

• 例）「日本人は長寿」
日本は平均寿命は世界一の国だが個々人皆が長寿ではない

ごびゅう
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データの階級区分（1.9節）

• 同じデータでも区分法によって印象が異なる

15

【最適区分】

【等間隔分類】

【変位値による区分】

【平均と標準偏差区分】
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地図投影法と中央子午線（2.4節）

• 【地図投影】
丸い地球を平面に展開する方法
• 統計地図は面積の誤解を与えない

【正積図法】が望ましい

• 【中央子午線】
パラメーターの一種で地図の
中心経度
• 日本人には太平洋（東経150度）中心

がなじみやすい

16

エケルト第4図法【正積】（東経8度中心）

エケルト第4図法【正積】 （東経150度中心）
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視覚変数（2.9節）

• 情報を伝達するために記号を変更する方法

17
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色（2.10節）

• ColorBrewer
• https://colorbrewer2.org/

• 分布図の配色をシミュレーション
できるサイト

• ArcGIS Online / ArcGIS Pro の
シンボル設計にも採用

18

連続型配色

分散型配色

訂正型配色

https://colorbrewer2.org/
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例）危険な印象を与えるのはどちら？

• 洪水ハザードマップ

19

東京都板橋区 東京都北区
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例）指標に基づいた配色
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色が持つ意味

内閣府の
ガイドラインで
発令の目安と

される避難情報

相当する
警告レベル

きわめて危険
避難指示

(緊急) ４
相当

非常に危険 避難勧告

警戒
(警報級)

避難準備・
高齢者等
避難開始

３
相当

注意
(注意報級)

－
２

相当

今後の
情報に留意

－ －

浸水深当 標準色(RGB)

20ｍ ～ 220,122,220

10ｍ ～ 20m 242,133,201

5m ~ 10m 255,145,145

3m ～ 5m 255,183,183

0.5m ～ 3m 255,216,192

～ 0.5ｍ 247,245,169

国土交通省「洪水浸水想定区域図作成マニュアル
(第 4 版)」p.33 参考

気象庁ウェブサイトに掲載されている危険度 参考
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塗り分け

• 面積効果
• 塗り分けの面積が大きくなるほど、明るい色はより明るく、暗い色はより暗く見える

21
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恣意的（意図的）な地図

• 2016年アメリカ大統領選挙

22

カルトグラム（選挙人を面積に換算）

図：https://websites.umich.edu/~mejn/election/2016/
https://ja.m.wikipedia.org/wiki/ファイル:2016_Electoral_Vote-Cartogram.png 引用

定性図（塗り分け）
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文字デザイン（タイポグラフィー）（2.11節）

• 適切な注記（ラベル・アノテーション）の設定により視覚的な効果を与える

23
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ArcGIS Pro：レイヤーのシンボル（Symbology）

• 【Symbology】レイヤー内のフィーチャをどのように表現するか

24

目的から絞り込み
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ArcGIS Pro：シンボル（Symbol）

• 【Symbol】
どのように表現するか

• ギャラリーにプリセットが用意
されているがカスタマイズで
独自のシンボルを作ることも可能

• 【シンボル レイヤー】
シンボルにもレイヤーがある
• 複雑なシンボルが作成可能

• 点：マーカー シンボル

• 線：ストローク シンボル

• 面：塗りつぶしシンボル

25

ギャラリー
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シンボル（Symbol）の表現

• GIS は、データと表現（シンボル）は分離して考える

• シンボルは、マップのスケールによって考慮する

26

どれが点（マーカー）？
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ArcGIS Pro：座標系の設定

• マップ プロパティの
【座標系】ペイン

• [コピーして変更] でパラメーター
の調整が可能

27



© 2024 Esri Japan Corporation

【比例記号図】における面積比・体積比

• 比例記号図に使われる記号
• 値を記号の大きさに置き換え

• 半径：2の1乗 = 2倍

• 面積：2の2乗 = 4倍

• 体積：2の3乗 = 8倍

• 面積や体積が2倍になっても1辺の長さの変化は少ない

• 【フラネリー補償】(Flannery compensation)
• 認識しにくい差異を強調

28

平方根で比例
させた円

フラネリー補正
で示した円

2次元の絵？ 3次元の立体？
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まとめ

• 読み手にとって良い地図 → 直感的に現実世界が理解できるもの

• 作り手にとって良い地図 → 読み手に恣意的な印象を与えないもの

• 初学者がチュートリアルを完了できた状態のこと

• 「ダニング＝クルーガー効果」

• 地図・GIS・ArcGIS の世界は深淵

29

30分で「完全に理解した」

主題図は騙されない、騙さないための”地図リテラシー”が必要

ネットミームです
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参考文献（和書：一般書）

• 遠藤 宏之 (2023)『誇張、省略、描き換え…地図は意外とウソつき』
河出書房新社

• 若林 芳樹 (2922)『デジタル社会の地図の読み方 作り方』
ちくまプリマー新書

• 羽田 康祐 (2021)
『地図リテラシー入門－地図の正しい読み方・描き方がわかる』ベレ出版

• 真野 栄一, 遠藤 宏之, 石川 剛 (2010)『みんなが知りたい地図の疑問50 地図
はなぜ北が上なの?コンビニのマークが地図記号にないのは?』
ソフトバンククリエイティブ

• マーク・モンモニア (1995)『地図は嘘つきである』晶文社
原題 ”How to Lie with Maps”（英語版は 3rd edition があります）
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参考文献（和書：専門書）

• クラーク他著, 日本地図学会監訳 (2024)
『Mapping for a Sustainable World ー持続可能な世界のための地図作
成ー』
日本地図学会

• 日本地図学会編 (2021)『地図の事典』朝倉書店

• 日本地図センター (2013)『地図と測量のQ&A』日本地図センター

• 日本国際地図学会編 (1998)『地図学用語辞典 [増補改訂版] 』技報堂出版

• 高崎正義 編 (1988)『地図学』朝倉書店

• 安仁屋政武 (1987)『主題図作成の基礎』地人書房

• 野村正七 (1974)『指導のための地図の理解』中京出版

31
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ご参加いただき誠にありがとうございました。

アンケートのご協力をお願い致します。

https://arcg.is/1DynDC1

https://arcg.is/1DynDC1
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